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今月の主な内容

平成 28 年 三好市成人式（8.9P に掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり

市長・議長　新春対談



　　

大
き
な
呼
び
水
の
１
つ
と
さ
れ
る

２
０
１
７
年
の
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
世
界

選
手
権
大
会
が
三
好
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
今
後
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外

国
人
旅
行
）
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
議
長
】

　

三
好
市
は
非
常
に
広
い
面
積
を
有

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
地
域
ご
と

に
豊
か
な
自
然
や
多
く
の
有
形
無
形

の
伝
統
・
文
化
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
代
は
、
慌
た
だ
し
く
、
ど
こ
と

な
く
ぎ
す
ぎ
す
し
た
よ
う
な
感
じ
の

す
る
、
あ
る
い
は
将
来
に
何
か
と
不

安
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
時
代
で
は
あ

り
ま
す
が
、
三
好
市
で
、
ふ
と
立
ち

止
ま
り
、
豊
か
な
自
然
や
有
形
無
形

の
伝
統
・
文
化
に
触
れ
る
と
、
本
当

に
心
穏
や
か
な
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
の
流
れ
や
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
年
が
三
好
市
に
と
っ
て
良
き
1
年

に
な
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
か

【
市
長
】

　

引
き
続
き
、
婚
活
か
ら
結
婚
、
妊

娠
・
出
産
、
子
育
て
の
支
援
を
は
じ

め
、
雇
用
の
拡
充
、
教
育
の
充
実
な

ど
、
若
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
命
と
財
産
を
守
る

拠
点
「
市
役
所
本
庁
舎
」
や
危
機
管

理
体
制
の
充
実
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
水
道
、
ゴ
ミ
処
理
施
設
な
ど

の
老
朽
化
対
策
、
人
口
減
少
時
代
に

応
じ
た
公
共
施
設
の
適
正
化
な
ど
、

戦
略
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
に
と
っ
て
の
生
活

の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
の
基
礎
と

な
る
の
は
、
心
身
の
健
康
で
あ
る
も

の
と
考
え
ま
す
。
昨
年
４
月
か
ら
施

行
さ
れ
た
「
三
好
市
健
幸
づ
く
り
条

例
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
誰
も
が
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
健
幸
づ

く
り
」に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
議
長
】

　

議
会
は
、
行
政
の
よ
う
に
公
共

サ
ー
ビ
ス
に
直
接
関
わ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
市
民
の
皆

さ
ま
に
は
、
目
に
見
え
る
形
で
成
果

を
お
示
し
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
だ
け
で
な
く
議
会
が
自

ら
政
策
立
案
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
議
員
個
人
の
資
質
向
上

を
図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
議
員
間

で
議
論
を
深
め
な
が
ら
、
よ
り
公
開

性
・
透
明
性
を
高
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な

り
ま
す
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
活
性
化
、

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

最
後
に
市
民
の
皆
さ
ま
に
一
言
を
お

願
い
し
ま
す

【
市
長
】

　

本
年
3
月
1
日
に
は
合
併
か
ら
10

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
を
迎
え

ら
れ
る
こ
と
に
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
力
の
結
集
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
今
後
も

市
民
皆
さ
ま
と
と
も
に
三
好
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
、
健
康
で

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

【
議
長
】

　

少
子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
、
ま
た

経
済
的
に
も
し
ば
ら
く
は
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
市
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
、
本
市
の
さ
ら
な

る
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
、
そ
し
て

皆
さ
ま
が
安
心
し
て
健
や
か
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
全
力
を

挙
げ
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
、
ま
た
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
、
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

三好市長　
　黒川 征一

昨
年
の
振
り
返
り
を
お
願
い
し
ま
す

（
聞
き
手
：
Ｉ
Ｃ
Ｎ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

【
市
長
】

　

昨
年
、
国
で
は
地
方
創
生
元
年
と

位
置
づ
け
、
我
が
国
の
人
口
減
少
対

策
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
三
好
市
に
お
い
て
も
昨
年
４

月
か
ら
組
織
再
編
や
外
部
人
材
の
登

用
に
よ
り
、
本
市
将
来
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
と
も
に
平
成
31
年
度
ま
で
の
施

策
を
示
す
総
合
戦
略
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
け
る

人
口
減
少
抑
制
の
骨
格
は
、
人
、
自

然
、
歴
史
、
文
化
と
い
っ
た
地
域
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
資
源
を
輝

か
せ
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
、
こ
の
交
流
人
口
の
中
か
ら

リ
ピ
ー
タ
ー
な
ど
の
三
好
市
フ
ァ
ン

獲
得
へ
と
つ
な
げ
、
将
来
的
に
三
好

市
へ
の
移
住
定
住
と
つ
な
げ
る
サ
イ

ク
ル
の
構
築
と
、
各
対
象
人
口
に
応

じ
た
施
策
を
効
果
的
に
実
践
す
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
市
内
か
ら
の
転
出

抑
制
、
市
外
か
ら
の
転
入
促
進
に
注

力
し
、
急
激
な
人
口
減
少
を
緩
和
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

【
議
長
】

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

議
長
と
し
て
通
常
の
議
会
運
営
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
員
の
資
格
を
問

う
と
い
う
特
別
な
案
件
の
審
議
な
ど
、

多
忙
な
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
校
生
議
会
の
開
催
や
四

国
中
央
市
、
観
音
寺
市
両
市
議
会
と

の
協
力
・
連
携
を
模
索
す
る
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
も
始
め
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

行
政
と
連
携
し
な
が
ら
市
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
三

好
市
の
現
状
は
、
な
か
な
か
歯
止
め

の
か
か
ら
な
い
少
子
・
高
齢
化
、
過

疎
化
を
は
じ
め
、
産
業
の
振
興
、
地

方
創
生
の
推
進
な
ど
、
本
市
の
将
来

を
大
き
く
左
右
す
る
、
そ
し
て
対
応

が
急
が
れ
る
課
題
が
山
積
み
し
て
お

り
、
議
会
と
し
て
も
地
方
は
今
ま
さ

に
生
き
残
り
を
か
け
た
正
念
場
を
迎

え
て
い
る
状
況
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、こ
の
１
年
、

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
全
力
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

三
好
市
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い

【
市
長
】

　

大
歩
危
峡
が
、
国
の
「
名
勝
」
と

「
天
然
記
念
物
」
の
両
方
に
指
定
さ
れ
、

同
地
域
の
道
の
駅
「
大
歩
危
」
が
国
の

重
点
「
道
の
駅
」
候
補
に
選
定
さ
れ
る

な
ど
、
国
内
外
に
本
市
固
有
の
資
源

が
大
い
に
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三好市議会議長
　大浦 忠司

新春対談

ICN アナウンサー
　石井 真紀
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平成 28 年度 市県民税・国民健康保険税申告日程表

申告期間  2 .16▶ 3 .15　 税の申告をお忘れなく！

池  田 三  野 山  城 井  川 東祖谷 西祖谷

16 火
午前 水木町  池田ニュータウン  供養地東  供養地西  町営ヤマダ 清水

( 南  中  北 )

大和川  若山 正夫  大森  
吹

和田  小島  
佐野  高野

有瀬
午後 島東　島西　島南

17 水
午前 提宮下　新町東　新町中　新町西　南新町中　南新町北 清水

( 西の東   西の西 )上野 ふるさと団地
下川

倉石  大久保  
松舟  下久保

釣井  今井
上吾橋
東山午後 南新町東　南新町西　親愛会　南新町ハヤシ　南新町南

18 木
午前 南新町上町　北新町東　北新町西　新東町 加茂野宮

( 里東  里西 )

大川持  岩戸 知行  冬桜
平    岩坂

馬場

新居屋
元井  大西

下吾橋
南山午後 東町　本町　中町　谷町 引地  

末貞　川口

19 金
午前 鍛冶屋町　東中通二　杉尾通　西町東部　中通 加茂野宮

( 東王地  西王地 )王地団地
ふるさと団地

大月　政友
駒倉  下影  
野住  荒倉

若林  大枝
土日浦

榎午後 大通昭和　 庚申町　 西町本部　 西町大通　 栄町東部
栄町西部　 柳川東　 柳川西　 高友

瀬貝
脇　柴川

22 月
午前 銀座東　銀座中　銀座西　弥生 勢力

( 東  本地  中 )

大谷
佐連　茂地 向  井内坊

中津  吉木
下浦 

 京上　林

徳善
徳善北
徳善西午後 駅前北　駅前南　駅前西　矢塚町　西中通三 小川谷

23 火
午前 新地東部　新地大通　大通西　上野大通　大道 勢力

( 西  上野 )
大野

馬路  西ノ浦
色原  北地

阿佐
麦生土

西岡
西岡向
東西岡午後 御幸町東　御幸町西　上野中大通　上野中部

24 水
午前 丸山町北　丸山町南　丸山町中　丸山町西 芝生

( 門所 上東 上西 )
信正

尾越  杉ノ木
段地  安田

樫尾  小川  
栂の峰
古味

後山
後山西
後山向午後 新山　新山第２　板野　イタノ団地

25 木
午前 新生会　池南東２　池南東 芝生

( 中東 中西 栄町 )

八千坊　黒川 旭町
浜東  浜西

下瀬
栗枝渡
奥ノ井

今久保
閑定
中尾午後 池南南　池南北　池南西 寺野　相川

26 金
午前 東部　東部第２　中部１　中部２　土用 芝生

( 東町　東新町 )本町　仲町

頼広
赤谷　平野 新町  仲ノ町

本町  
釜ヶ谷

中上  蔓原
善徳

午後 西部第２　上ノ段　下ノ段　西部北　西部南　中津 国政

29 月
午前 西山浜　落　舟原　中尾　下ノロウチ東　下ノロウチ西 芝生

(  西町　西新町  )坂ノ上  若芝台

重実 井関  向坂
流堂

九鬼  西山  
久保全域

一宇
田ノ内午後 只安　安広　洞草　入体　峯ノ久保　木屋床 中野

有宮　白川

1 火
午前 本名上　本名下　五軒　黒川　宮石　大申下　大申上

出合　石内上　石内下　上尾後　下尾後
芝生

( 団地全域 )

深渕

光兼　仏子 西新町西
西新町東

落合全域
尾井ノ内
戸ノ谷午後 大利空　大利西　大利八幡　大利込　京田　西谷　山貝

千足 尾又　粟山

2 水
午前 中津川　 北谷　 南谷　 小林　 越替　 大川南　

大川北　 正夫　 影野　 明瀬 太刀野

( 東川原全域 )

大津　峯 中村
三樫尾

菅生  名頃 冥地 重末
午後 高戸星　久保　中西南 上西宇

3 木
午前 川崎込　川崎空東　川崎空西 太刀野

( 谷東　中条 )太刀野団地

津屋　平 女法寺  吉本
北内

小祖谷
坂瀬
下名午後 中一　中二　漆川橋 平上

4 金
午前 大田　久尾　宮平　国畑　梅ノ谷 太刀野

( 西の久保  原 )

上名影　羽瀬
出ノ上  森

午後 北一　北二　北三 水無　内六

7 月
午前 高毛　沼谷　大宗　有安　境谷 太刀野山

( 花園団地 )花園全域

赤野　柿野尾 近金  長尾
里川午後 林　和田　宮　中央　中西　上 大川 下名団地

8 火
午前 境宮　上浦　峯友　双子布　大泉 太刀野山

( 大屋敷　藤黒 )大平　中屋東
中屋西　栗林

日浦　下名影
南日浦

相知
相知台

西井川坊午後 朝日　堂面　日の出　天神　宮ノ下

9 水
午前 大和川　フコヲベ　仙野　白地峰　敷ノ上 太刀野山

( 川又東 川又西 )田野々

須賀  末
吉野川団地午後 橋ノ谷　三好橋　城

10 木
午前 馬場東　馬場中央　馬場西 太刀野山

(土釜　井の久保)馬瓶　東谷
加茂野宮 ( 滝奥 )

午後 井ノ久保東　井ノ久保旭　井ノ久保栗野　井ノ久保上

11 金
午前 ノロウチ下　ノロウチ中　ノロウチ上

午後 大西　中　栄　天神丁　北名　光陽台

※ 申告会場の混雑が予想されますので、可能な限り、日程表の日時に申告会場で申告を行ってください。
※ 3 月 14 日、15 日は予備日となっております。

2 

月

3 

月

【
申
告
期
間
】

期
間
▽
２
月
16
日
〜
3
月
15
日（
土
日
除
く
）

時
間
▽
9
時
〜
12
時
（
午
前
）・
13
時
〜
16

時
（
午
後
）

場
所
▽
三
好
市
役
所
２
階
会
議
室
お
よ
び

各
総
合
支
所
の
会
議
室
な
ど

【
申
告
の
必
要
な
方
】

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
三
好
市
内
に

住
み
、
平
成
27
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
で
、
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提

出
し
な
い
人
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
・
農
業
・
不
動
産
等
の
所
得
が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
に
所
得
の

あ
っ
た
人

③
給
与
所
得
や
公
的
年
金
等
の
所
得
の
み
の

人
で
、
医
療
費
控
除
等
の
所
得
控
除
を
受
け

よ
う
と
す
る
人

④
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
公

的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
人

※
公
的
年
金
等
の
収
入
合
計
が
４
０
０
万
円

以
下
で
年
金
以
外
の
雑
所
得
金
額
が
20
万
円

以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
・
県
民
税

（
国
民
健
康
保
険
税
）
の
申
告
は
必
要
で
す
。

⑤
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
平

成
27
年
分
の
公
的
年
金
等
の
扶
養
親
族
等
申

告
書
に
お
い
て
、
控
除
対
象
配
偶
者
の
有
無

や
障
害
者
・
寡
婦
（
寡
夫
）
の
該
当
に
つ
い

て
記
載
を
し
て
な
い
人

⑥
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
等
を
受
給
し
て
い

る
人

⑦
市
外
に
居
住
す
る
人
の
扶
養
に
な
っ
て
い

る
人

※
収
入
が
な
く
て
も
、
平
成
28
年
度
の
所
得

証
明
書
等
が
必
要
と
な
る
人
や
、
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

保
険
・
保
育
所
・
市
営
住
宅
等
）
を
受
け
る

人
は
必
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

【
申
告
の
必
要
の
な
い
方
】

①
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

②
平
成
27
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み

で
、
年
末
調
整
を
済
ま
せ
て
い
る
人

③
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
人
で
、
平

成
27
年
分
の
公
的
年
金
等
の
扶
養
親
族
等
申

告
書
に
お
い
て
、
控
除
対
象
配
偶
者
の
有
無

や
障
害
者
・
寡
婦
（
寡
夫
）
の
該
当
に
つ
い

て
既
に
記
載
を
し
て
い
る
人

【
申
告
に
持
参
す
る
も
の
】

①
印
鑑
（
本
人
に
代
わ
っ
て
家
族
や
代
理
人

が
申
告
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。そ
の
場
合
、

代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
と
な
り
ま
す
）

②
支
払
報
告
書
（
給
与
、
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
支
払
報
告
書
）　

③
収
支
内
訳
書
（
事
業
所
得
や
農
業
所
得
、

不
動
産
所
得
の
あ
る
人
は
、
収
支
の
経
費
が

わ
か
る
書
類
な
ど
）

※
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
収
支

内
訳
書
お
よ
び
帳
簿
や
領
収
書
等
関
連
の
証

拠
書
類
が
な
い
と
、
経
費
の
控
除
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

④
証
明
書
・
領
収
書
（
生
命
保
険
料
・
個
人

年
金
保
険
料
・
地
震
保
険
料
・
長
期
損
害
保

険
料
等
の
証
明
書
や
、
社
会
保
険
料
お
よ
び

医
療
費
等
の
領
収
書
）

※
社
会
保
険
料
と
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
等
の
掛
け

金
で
す
。

※
医
療
費
等
の
領
収
書
は
、
控
除
対
象
の
も

の
を
精
査
し
、
ま
と
め
た
も
の
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
等

⑥
所
得
税
の
還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
本
人

名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
資
料
（
預
貯
金

通
帳
等
）

【
平
成
　
年
度
か
ら
の
市
県
民
税
の
主
な

税
制
改
正
事
項
の
お
知
ら
せ
】

①
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
者
に

つ
い
て
、
対
象
期
間
を
平
成
26
年
１
月
１
日

か
ら
平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
４
年
間
延

長
、
ま
た
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29

年
12
月
31
日
ま
で
に
居
住
を
開
始
し
た
人
の

控
除
限
度
額
を
拡
大
し
、
所
得
税
か
ら
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
額
を
控
除
限
度
額
の
範
囲

で
個
人
市
県
民
税
か
ら
控
除
し
ま
す
。

②
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
27
年
4
月
1
日
以
後
に
行
わ
れ
る
ふ

る
さ
と
納
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
ま
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
税
を
し

た
翌
年
に
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
27
年
度
以
降
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
た
人
の
う
ち
、
確
定
申
告
が

不
要
な
給
与
所
得
者
等
に
つ
い
て
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
先
が
５
団
体
以
内
に
限
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
先
団
体
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
控
除
を
受
け
ら
れ

る
制
度
が
出
来
ま
し
た
。

【
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施
さ
れ

て
い
な
い
事
業
主
の
方
へ
】

　

徳
島
県
と
県
内
全
市
町
村
が
連
携
し
て
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）

を
実
施
し
て
い
な
い
事
業
主
の
方
へ
、
特
別

徴
収
へ
の
移
行
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

　

給
与
支
払
い
を
行
う
事
業
者
は
、
所
得
税

を
源
泉
徴
収
し
て
い
る
場
合
、
地
方
税
お
よ

び
市
条
例
の
規
定
に
よ
り
原
則
と
し
て
個
人

住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
を
実
施
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主

の
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
従
業
員
の
方
々

の
利
便
性
や
法
律
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
特
別
徴
収
に
移
行
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年
度 

税
の

申
告
が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
28
年
度
の
市
・
県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）
の
申
告
の
受
け
付
け
が
日
程

表
の
と
お
り
始
ま
り
ま
す
。
今
回
の
申
告
は
、
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
１
年
間
の
所
得
に
よ
り
税
額
を
算
出
し
、
確
定
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
税
額

を
決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
、
各
種
申
請

手
続
き
に
必
要
な「
所
得
証
明
書
」等
の
発
行
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。

税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　
三
好
市
役
所
税
務
課
（
☎
７
２-

７
６
１
５
）

2 

月

27
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日
時
▼
平
成
28
年
３
月
20
日
（
日
）

12
時
〜
16
時
（
受
付
11
時
30
分
〜
） 

場
所
▼
か
ず
ら
橋
夢
舞
台 

会
議
室

※
写
真
撮
影
会
に
参
加
さ
れ
る
方

は
、
駐
車
料
金
無
料
で
す
。 

撮
影
場
所
▼
か
ず
ら
橋
周
辺
、
ホ
テ

ル
か
ず
ら
橋
半
兵
衛
の
家
で
撮
影

定
員
▼
40
名　

参
加
費
▼
４
０
０
０
円
（
昼
食
代

を
含
み
ま
す
）

申
込
期
限
▼
３
月
11
日
（
金
）

　

先
着
順
に
受
付
し
定
員
に
達
し

次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
千
年
の
か
く
れ
ん

ぼ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
同
じ
場
所
で
「
第
３
回
千

年
の
か
く
れ
ん
ぼ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
表
彰
式
」を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

時
間
は
11
時
〜
11
時
40
分
で
す
。
併

せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

一
般
社
団
法
人
三
好
市
観
光
協
会

内
千
年
の
か
く
れ
ん
ぼ
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
事
務
局

☎
７
６-

０
８
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
７
６-

０
８
７
６

Ｅ
メ
ー
ルinfo@

m
iyoshicity-

kankokyokai.or.jp

　軽自動車は、平成 27 年度以降に最初の新規検査を受ける四輪車などから、新税率が適用されます。また、グリー
ン化を進める観点から環境負荷の大きい車両に重課税率（新税率の概ね 20％上乗せ）が適用され、環境負荷の小
さい車両にはグリーン化特例（軽課）が適用されます。詳しくは、三好市役所税務課までお問い合わせください。

◆原動機付自転車・二輪車など（単位：円）
車　　種　　区　　分 年　税　額

平成27年度 平成28年度以降

原動機付自転車

50ｃｃ以下 1,000 2,000
50 ｃｃ超 90ｃｃ以下 1,200 2,000
90 ｃｃ超 125ｃｃ以下 1,600 2,400
三輪以上（ミニカー） 2,500 3,700

二輪の軽自動車 125ｃｃ超 250ｃｃ以下
（側車付のものを含む） 2,400 3,600

二輪の小型自動車 250ｃｃ超 4,000 6,000

小型特殊自動車 農耕作業用 1,600 2,000
その他（フォークリフトなど） 4,700 5,900

◆四輪以上・三輪の軽自動車（単位：円）

軽自動車　車種区分

税率（年額）
平成27年3月31日以
前に新車新規登録した車

平成 27年 4月1日以
降に新車新規登録した車

新車新規登録後13年
を超える車（注１）

現行税率 新税率 重課税率
三輪（660ｃｃ以下のもの） 3,100 3,900 4,600

四輪（660ｃｃ以下のもの）
乗用 自家用 7,200 10,800 12,900

営業用 5,500 6,900 8,200

貨物 自家用 4,000 5,000 6,000
営業用 3,000 3,800 4,500

（注１）自動車検査証の「初度検査年月」が平成 14 年 12 月以前の車両です。

◆燃費性能に応じたグリーン化特例（軽課）
　平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までに最初の新規検査を受けた四輪以上および三輪の軽自動
車（新車に限る）で、排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、平成 28 年度
分の軽自動車税に限り、グリーン化特例（軽課）が適用されます。

軽自動車　車種区分

税率（年額）

基準税率
軽減率

（A） （B） （C）
75%軽減 50％軽減 25％軽減

三輪（660cc 以下のもの） 3,900 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪（660cc 以下のもの）
乗用

自家用 10,800 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 6,900 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貸物
自家用 5,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 3,800 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

（Ａ）75％軽減：電気自動車・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス１０％低減）
（Ｂ）50％軽減：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準 +20％達成の乗用車
（Ｂ）50％軽減：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準 +35％達成の貨物車
（Ｃ）25％軽減：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準達成の乗用車
（Ｃ）25％軽減：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準 +15％達成の貨物車
※（Ｂ）、（Ｃ）については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
※ 各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

【お問い合わせ先】三好市役所税務課（☎ 72-7614）

変わります　軽自動車税の税率スマートフォンをお持ちの方へ

大歩危・祖谷の
観光スポットを多言語音声で
紹介するガイドアプリができました

写真家 三好和義 さん

1958年徳島生まれ。
「楽園」をテーマに世界
各地で撮影。近年は四
季に恵まれた日本に心
の「楽園」を見いだす。

　

三
好
市
の
大
歩
危
・
祖
谷
地
域
を
素

材
に
制
作
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
対
応
型
の
多
言
語
音
声
ガ
イ

ド
サ
ー
ビ
ス
「
三
好
市
観
光
ガ
イ
ド
ア

プ
リ
」
が
完
成
し
、
一
般
に
提
供
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ア
プ
リ
制
作
は
、
香
川
大
学

大
学
院
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
板

倉
研
究
室
と
株
式
会
社
Ｄ
ｙ
ｎ
ａ
ｘ
Ｔ

社
に
よ
る
産
学
連
携
事
業
で
進
め
ら
れ
、

三
好
市
が
そ
の
モ
デ
ル
エ
リ
ア
に
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。
ア
プ
リ
で
は
、大
歩
危
・

祖
谷
地
域
に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
20
か

所
が
日
本
語
も
し
く
は
英
語
の
音
声
ガ

イ
ド
と
文
字
情
報
で
わ
か
り
や
す
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
品
な
ど
の
美
し
い
画
像
が

採
用
さ
れ
、
よ
り
目
に
止
ま
り
や
す
い

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
も

対
応
し
た
マ
ッ
プ
情
報
も
搭
載
し
て
い

る
た
め
、
利
用
者
が
現
在
地
と
行
き
た

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
位
置
関
係
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。　

　

三
好
市
に
と
っ
て
は
、
今
後
市
内
に

お
越
し
い
た
だ
く
国
内
旅
行
者
だ
け
で

な
く
、
現
在
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日

外
国
人
旅
行
）
で
増
加
傾
向
に
あ
る
外

国
人
旅
行
客
に
対
す
る
受
入
環
境
整
備

や
観
光
Ｐ
Ｒ
用
に
使
え
る
道
具
の
一
つ

と
し
て
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

□
ア
プ
リ
の
ご
利
用
方
法

　

ア
プ
リ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
あ

る
環
境
で
、
ア
プ
リ
対
応
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
注
１
）
を
所
有
し
て
お
け
ば
、

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
グ
ー
グ
ル
プ
レ
イ
や
ア
ッ
プ
ル
ス
ト

ア
の
各
ス
ト
ア
、
も
し
く
は
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
各
ス
ト
ア
で
は
、「
三
好
市
」「
祖

谷
」「
大
歩
危
」
な
ど
で
検
索
で
き
ま
す
。

（
注
１
）
ア
イ
フ
ォ
ン
５
以
降
・
ｉ
Ｏ
Ｓ
7.1

以
上
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
4.1
以
上
が
対
応

機
種
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
観
光
課
（
☎
７
２-

７
６
２
０
）

第３回 
三好和義さんと
めぐる写真撮影会

▲祖谷渓と祖谷街道を英語の
音声で説明する画面

【アンドロイド用QRコード】

【アイフォン用QRコード】
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新
成
人
２
９
３
人
の
門
出
を
祝
う

　
１
月
3
日
、
三
好
市
成
人
式
が
三
好
市
池
田

総
合
体
育
館
に
お
い
て
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中

に
も
、
厳
粛
に
行
わ
れ
、
新
た
に
２
９
３
人
が

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
の
対
象
者
は
、
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
。
対

象
者
の
う
ち
２
５
４
人
（
男
１
３
０
人
・
女

１
２
４
人
）
が
出
席
し
、
式
典
に
臨
み
ま
し
た
。

成
人
式
を
自み

ず
か

ら
が
企
画
・
運
営

　

成
人
式
は
、
新
成
人
で
組
織
さ
れ
た
新
成
人

企
画
運
営
委
員
が
式
の
企
画
を
行
い
、
受
付
や

司
会
な
ど
の
運
営
面
も
委
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

司
会
の
中
川
耕
太
さ
ん
（
池
田
）
が
成
人
式

の
進
行
を
行
い
、
運
営
委
員
の
竹
﨑
真
美
さ
ん

（
山
城
）
の
演
奏
に
よ
る
国
歌
斉
唱
の
後
、
黒

川
市
長
が
「
失
敗
を
恐
れ
な
い
果
敢
な
行
動
力
を

も
っ
て
、
自
分
の
理
想
に
向
か
っ
て
堂
々
と
前
進
し

て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

祝
電
披
露
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
三
浦

亜
美
さ
ん
（
井
川
）
が
、
関
係
者
や
家
族
に
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
る
と
と
も
に
、「
感
謝
の
気
持

ち
と
三
好
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を

持
ち
、
ふ
る
さ
と
三
好
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に

寄
与
し
た
い
」と
新
成
人
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

リ
レ
ー
で
つ
な
ぐ
感
謝
の
言
葉

　

今
年
の
成
人
式
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
各
中
学
校
3
年
時
の
担
任
の
先
生
の
と
こ

ろ
に
、
運
営
委
員
自
ら
が
出
向
い
て
撮
影
し
た

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。ス
ク
リ
ー

ン
に
恩
師
の
顔
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、
会
場
か

ら
は
懐
か
し
む
声
や
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
新
成
人
か
ら
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉
リ
レ
ー
が
上
映

さ
れ
る
と
、
晴
れ
姿
を
見
守
る
両
親
か
ら
は
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
、
会
場
は
温
か
い
気
持
ち
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
出
身
地
区
ご
と
に
記
念

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
周
辺
は
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な

着
物
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
、
級
友

と
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
肩
を
抱
き
合
っ
た
り
、

一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
り
し
て
、
若
さ
い
っ

ぱ
い
に
輝
か
し
い
人
生
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

※
平
成
29
年
三
好
市
成
人
式
は
、
１
月
３
日
に
行
い
ま
す
。

① 真剣な表情の新成人たち
② 竹㟢真美さん（山城）の演

奏で全員合唱しました
③ 司会は中川耕太さん （池田）

が行いました
④ 新成人誓いの言葉を述べる

三浦亜美さん（井川）
⑤ 中学 3 年時の担任先生がビ

デオレターで祝福しました
⑥ 懐かしい顔が映るたび笑顔

がこぼれました

平成28年

三好市
成人式

⑥

⑤ ④

③

②

平成 28 年 三好市成人式

成人式の掲載にあたって「集合写真を掲載して欲しい」と言う声を頂きますが、写真が複数枚にわたるため
掲載することができません。なお、集合写真は準備が整い次第、市役所本庁・各総合支所に掲示いたします。

①②

③

④⑤

⑥

新成人に 
ハタチの抱負を

聞きました



 

 NO.　05

「
三
好
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

　

平
成
27
年
12
月
２
日
（
水
）
に

第
３
回
三
好
市
地
方
創
生
推
進
協

議
会
を
三
好
市
役
所
本
庁
舎
に
お

い
て
開
催
し
、「
三
好
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
（
案
）」
お
よ
び
「
三
好

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
（
案
）」
を
委
員
の
皆
さ

ま
に
お
示
し
し
ま
し
た
。

三
好
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

の
要
点

　

市
の
総
人
口
は
、
国
勢
調
査
で

は
、
合
併
前
の
１
９
５
５
（
昭
和

30
）
年
の
７
７
７
７
９
人
を
ピ
ー

ク
に
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
の

総
人
口
は
２
９
９
５
１
人
と
な

り
、
55
年
間
で
急
激
な
人
口
減
少

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
受
け
止
め
、
こ
れ

ま
で
の
急
激
な
人
口
減
少
を
和
ら

げ
る
た
め
、
人
口
構
造
の
異
な
る

山
間
部
と
都
市
部
に
分
け
次
の
２

つ
の
考
え
の
も
と
、
転
出
抑
制
・

転
入
促
進
と
人
口
構
造
の
適
正
化

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
山
間
部
は
、
集
落
の
担
い
手

確
保
の
た
め
に
現
状
の
児
童
数
を

２
０
４
０
年
に
お
い
て
維
持
す
る
。

■
都
市
部
は
、
人
口
構
造
の
適
正

化
を
図
る
た
め
に
現
状
の
若
年
女

性
人
口
の
50
％
以
上
を
２
０
４
０

年
に
お
い
て
維
持
す
る
。

　

こ
の
考
え
を
も
と
に
、
市
の
将

来
人
口
目
標
を
２
０
４
０
年
に

１
４
０
０
０
人
超
を
確
保
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
（
案
）
の
要
点

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
社
会
情
勢
に
お
い
て
、

市
の
将
来
人
口
目
標
の
達
成
と
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年

度
か
ら
５
か
年
の
計
画
と
し
て

ま
と
め
、
次
の
５
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

戦
略
目
標
１

働
く
場
を
創
る
三
好

□
数
値
目
標

５
年
間
の
起
業
・
操
業
件
数
▼
25
件

５
年
間
の
就
職
者
数
▼
１
２
０
人

□
具
体
的
な
施
策

①
雇
用
の
場
の
創
出

②
産
業
の
担
い
手
育
成
支
援

③
地
域
資
源
を
活
か
し
た
モ
ノ
づ

く
り
の
推
進

戦
略
目
標
２

ひ
と
を
呼
び
こ
む
三
好

□
数
値
目
標

５
年
間
の
移
住
者
数
▼
５
０
０
人

５
年
間
の
観
光
入
込
客
数
（
祖
谷
の

か
ず
ら
橋
渡
橋
者
）
▼
１
７
０
万
人

□
具
体
的
な
施
策

①
移
住
・
定
住
の
促
進

②
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

　
三
好
市
で
は
、
今
後
の
人
口
減
少
対
策
と
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
「
三
好
市

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
や
総
合
戦
略
に
つ
い
て
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、
最
終
回
と
し
て
「
三
好
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）」「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
（
案
）」
の
要
点
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

シリーズ
地方創生

戦
略
目
標
３

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

叶
え
る
三
好

□
数
値
目
標

５
年
間
の
婚
姻
件
数
▼
３
０
０
組

５
年
間
の
出
生
者
数
▼
７
５
０
人

□
具
体
的
な
施
策

①
結
婚
希
望
者
へ
の
支
援

②
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で

き
る
環
境
整
備

③
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
の
環
境
整
備

④
新
し
い
時
代
に
「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育

戦
略
目
標
４

安
心
な
く
ら
し
を
守
り
、
地
域
を

つ
な
ぐ
三
好

□
数
値
目
標

市
民
が
地
域
で
生
活
す
る
上
で
の

満
足
度
▼
80
％
以
上

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
て

て
い
る
と
答
え
た
割
合
▼
80
％
以
上

□
具
体
的
な
施
策

①
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
元
気
な
地

域
づ
く
り

②
地
域
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

人
材
の
育
成

③
地
域
を
つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

戦
略
目
標
５

未
来
に
「
ツ
ケ
」
を
残
さ
な
い
三
好

□
数
値
目
標

公
共
施
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
へ
の

市
民
容
認
度
▼
80
％
以
上

□
具
体
的
な
施
策

①
公
共
施
設
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

②
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
く
再
配
置
計
画
の
策
定

③
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進

※「
三
好
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）」

「
三
好
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
（
案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
１
月
上

旬
よ
り
三
好
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
三
好
市
役
所
本
庁
舎
、
各
総

合
支
所
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。

【
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
地
方
創
生
推
進
課

電
話　

７
２-

７
６
０
７

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
社
会

保
障
・
税
・
災
害
対
策
な
ど
の

行
政
手
続
き
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
の
利
用
が
始
ま

り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
後

は
、
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対

策
に
お
け
る
各
種
手
続
に
お
い

て
、
本
人
確
認
と
と
も
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
・
確
認
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
医
務
課
で
は
、
社
会
保

障
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
の

５
つ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際
に

は
、
ご
準
備
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

③
未
熟
児
養
育
医
療

④
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
（
ひ

と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
含
む
）

⑤
子
ど
も
は
ぐ
く
み
医
療

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
保
険
医
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便

乗
し
た
不
審
電
話
や
訪

問
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始

に
伴
っ
て
、
電
話
や
訪
問
で
現

金
を
要
求
す
る
事
案
が
全
国
で

発
生
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
な

ど
の
公
的
機
関
が
電
話
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
を
聞
い
た
り
、
現
金

を
要
求
し
た
り
、
還
付
金
の
名

目
で
口
座
番
号
を
聞
き
出
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
む
や
み
に
他
人
に
教
え

な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、

不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
三
好
警
察

署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

三
好
市
役
所
保
険
医
務
課

電
話　
７
２-

７
６
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　
　
　
利
用
が
始
ま
り
ま
す

お問い合わせ先
あわこい事務局（一般社団法人そらの郷内）
電話 090-1573-0051、FAX0883-72-0753

◎パンフレット配布先（予定）
三好市役所 1 階ロビー、三好市役所観
光課、各総合支所、三好市観光案内所、
道の駅各所、市内コンビニ など
◎プログラム予約方法
プログラムのご予約は、各プログラム
の連絡先まで直接予約となります。
※1 月 25 日予約開始
　その他のお問い合わせは下記まで、
お願いします。

　
「
あ
わ
こ
い
」と
は
、県
西
部
2
市
2
町（
美

馬
市
・
三
好
市
・
つ
る
ぎ
町
・
東
み
よ
し
町
）

を
エ
リ
ア
と
す
る
「
に
し
阿
波
観
光
圏
」
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
期
間
中

は
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
多

く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
に
開
催
さ
れ
る
全
64
種
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
1
月

中
旬
頃
よ
り
に
次
の
場
所
で
ご
覧
い
た
だ
け

る
予
定
で
す
。
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　平成 28 年度の臨時職員・常勤短時間勤務
（パート）職員を次のとおり募集します。
　三好市では、臨時職員の登録を受け付け、採
用の必要が生じた場合に、登録者の中から諸
条件を勘案し、採用者を選考させていただきま
す。したがって、登録されたすべての方が採用
されるとは限りません。
　応募資格
1. 平成 28 年 4 月 1 日現在、満 18 歳以上で、

地方公務員法欠格条項に該当しない方。
2. 職種に必要な資格、免許を有する方。または

平成 28 年 3月31日までに取得見込みの方。
3. 三好市市税および国民健康保険税の滞納がない方。

募集要項、登録申請書の請求
1月13日以降の平日午前 8 時 30 分から午後 5
時15 分の間に三好市役所 3 階秘書人事課もし
くは各総合支所の窓口でご請求ください。申込書は
三好市ホームページからもダウンロードできます。

応募方法
申請書などにご記入の上、三好市役所秘書人事
課または各総合支所の窓口にご提出ください。

受付期間
2月12日までの午前 8 時 30 分〜午後 5 時15
分の間。（土日祝日を除く）郵便による申込の場
合は、2月12日までの消印のあるものに限り受け
付けをします。送付先は秘書人事課のみです。

その他
1. 勤務地は予定ですので、平成 28 年 4 月以

降において変わる場合があります。
2. 賃金の額は月額（時給）の上限であり、勤

務時間、資格の有無などによって異なります。
必ずしも4月からの採用になるとは限りません。

3. 詳しい内容は、三好市ホームページ（http://
www.city-miyoshi.jp/) をご覧ください。

応募締切日　平成28年2月12日

お問い合わせ先  
　三好市役所秘書人事課　〒 778-8501 三好市池田町シンマチ 1500 番地 2（電話 72-7624）

臨時職員募集三好市臨時職員
常勤短時間勤務職員

徳
島
県
臨
時
的
任
用
職
員

選
考
試
験

　

県
の
関
係
機
関
に
お
い
て
、
平

成
28
年
度
に
臨
時
的
な
業
務
に
従

事
す
る
臨
時
的
任
用
職
員
の
選
考

試
験
お
よ
び
身
体
障
害
者
を
対
象

と
し
た
徳
島
県
臨
時
的
任
用
職
員

選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
試
験
日
時
】

2
月
7
日 

8
時
40
分
〜
12
時
30
分

【
試
験
場
所（
教
養
・
適
性
）】

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

【
申
込
方
法
】

①
臨
時
的
任
用
職
員
選
考
試
験
申

込
書
お
よ
び
官
製
は
が
き
1
枚
を

提
出
、②
身
体
障
害
者
の
方
は
「
身

体
障
害
者
対
象
」
の
臨
時
的
任
用

職
員
選
考
試
験
申
込
書
と
官
製
は

が
き
1
枚
を
提
出

【
提
出
期
限
】

1
月
29
日
ま
で
の
消
印
有
効

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
受
付
は
1
月

22
日
ま
で

【
提
出
方
法
】

徳
島
県
経
営
戦
略
部
人
事
課
ま
で

持
参
ま
た
は
郵
送 

※
郵
送
の
場

合
、
封
筒
の
表
に
「
臨
時
試
験
申

し
込
み
」
と
朱
書
き
し
、
宛
先
を

記
載
し
た
返
信
用
封
筒
（
82
円
切

手
貼
付
）
を
同
封

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

徳
島
市
万
代
町
1
丁
目
1
番
地

徳
島
県
経
営
戦
略
部
人
事
課

電
話 

０
８
８-

６
２
１-

２
３
５
８

臨時職員
職　種 業務内容 資格等 勤務地（予定） 月額賃金（上限）

事務
補助員

一般事務補助員 ー 市内全域 149,000 円

事務補助、手話通訳 手話通訳士 池田 160,200 円

医療事務補助員（医療事
務作業補助員） 実務経験者

山城（大歩危）
東祖谷 三野

西祖谷
149,000 〜
160,200 円

測量技術系事務補助員 池田 160,200 円

保育士 各保育所での保育 保育士

市内全域 163,200 円
幼稚園
助教諭 各幼稚園での保育 幼稚園教諭

特　別
支援教育
支援員

小中学校での教育支援 教員免許

理学療法士 訪問リハ 理学療法士 西祖谷
170,000 〜
243,200 円

看護師
医療機関での看護業務

看護師 
准看護師

三野（夜勤あり）
山城 西祖谷

老人福祉施設での看護業
務

西祖谷 
井川（夜勤あり）

170,000 〜
176,400 円

保健師
母子保健等の検診・相談
業務
介護予防に関する業務

保健師 池田 168,800 円

栄養士 老人福祉施設での栄養業務 栄養士 西祖谷 160,200 円

看護助手 医療機関での看護補助業
務 ー 三野（夜勤あり） 153,000 円

調　理
補助員

給食センター等での調理

調理師

市内全域

160,200 円
老人福祉施設での調理

（変則勤務） 西祖谷 井川

児童福祉施設での調理 三野 井川 池田
山城 西祖谷

介護員 老人福祉施設での介護
（変則勤務） （ヘルパーなど） 西祖谷

井川（夜勤あり） 160,200 円

土木作業
補助員 道路補修作業等

運転免許（普通）等
車両系建設機械

取得者優先
池田 東祖谷 153,000 円

清掃作業
補助員

ゴミ収集車運転および回
収・分別作業

運転免許（中型）
オートマ限定不可 池田 153,000 円

※ 臨時職員に期末手当の支給あり（年 1 回・任用期間などの要件によります）
※ 短時間パートは除きます

常勤短時間勤務（パート）職員
職　種 業務内容 資格等 勤務地（予定） 時給（上限）

保育士 保育所での保育補助 保育士 市内全域 1,165 円
幼稚園
補助員

幼稚園での補助および生
活支援

幼稚園教諭
（優先） 市内全域 1,165 円

特別支援
教育

支援員
小中学校での教育支援お
よび生活支援 教員免許（優先） 市内全域 1,165 円

学校用務
補助員 小中学校での用務 ー 市内全域 1,064 円

調　理
補助員

給食センター・児童福祉
施設等での調理補助 調理師 市内全域 1,144 円

給食運搬
補助員 給食運搬補助 調理師

運転免許（普通） 市内全域 1,144 円

運転手 給食配送 運転免許（普通） 市内全域 1,064 円

橋本 義夫 さん（池田町中西）
　昭和 20 年川崎小学校代用教員として赴任され、
昭和 63 年に池田第一中学校長として退職される
までの長きにわたり、戦前から戦後と激変する社
会のなかで、子どもたちの健全育成にご尽力され
るなど地域の教育に多大な貢献をされました。

叙勲受章のご紹介

　山口さんは、20 歳で嫁ぎ、農林業をしなが
ら２男２女を育てました。現在は市内の特別養
護老人ホームに入所されていますが、この日は
親族や入所者、職員ら 50 人から祝福を受けら
れ、市や県からも祝状と記念品が贈呈されまし
た。施設では手先の器用さを生かして塗り絵や
手芸を楽しんでおられ、集まった方たちに「皆
さんのおかげです」とお礼を述べられました。
これからも、お元気でお過ごしください。

山
口 

金
子 

さ
ん

　  

（
池
田
町
佐
野
）

12/19

祝 
百
歳
到
達

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲

 

瑞
宝
双
光
章

　平成 4 年より市内事業所におい
て高齢者の在宅福祉事業に従事
され、適切な判断と親切な対応で、
地域で頼られる存在となっていま
す。また、豊富な知識と経験によ
り人材育成にも貢献されています。

社会福祉功労者厚生労働大臣表彰　ー社会福祉事業従事功労者ー

松本 春代 さん
（池田町シンヤマ）

　平成 3 年より市内事業所で勤務さ
れ、看護師として山間僻地地区の健
康管理に取り組み、現在はケアプラ
ンセンターで活躍されています。また、
豊富な知識と経験を生かし、後進の
指導育成にも尽力されています。

森　洋子 さん
（西祖谷山村一宇）

　平成 3 年より市内事業所で勤務さ
れ、ホームヘルパーとして地域の方か
ら大きな信頼を得ており、現在はケア
プランセンターで活躍されています。多
岐にわたる豊富な経験を生かし後進の
指導育成にも力を入れられています。

田中 美代子 さん
（西祖谷山村下吾橋）

豊田 健市 さん（池田町中西）
　昭和 23 年佐間地中学校教諭として赴任され、
昭和 62 年に下名小学校長として退職されるまで
の長きにわたり、子どもたちの健全育成や教職員
の指導、地域活動の指導的役割を果たされるな
ど、地域の教育に多大な貢献をされました。

高
齢
者
叙
勲

 

瑞
宝
双
光
章

川
西 

ア
サ 

さ
ん

　（
井
川
町
西
井
川
）

12/14

　川西さんは、和裁の仕事をしながら、家具職
人だった夫と共に 1 男 4 女を育てました。現在
もご自宅で過ごされており、この日は子どもたち
から祝福を受けられ、市や県からも祝状と記念
品が贈呈されました。長寿の秘訣は、好き嫌い
なくなんでも食べることで、お刺身や焼き肉が好
きだそうです。また、毎日 30 分以上散歩されて
おり、5 月にはかずら橋を渡られたほどお元気で
す。これからも、お元気でお過ごしください。
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の
解
消
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。

自
身
の
日
常
生
活
で
肥
満
に
つ
な

が
る
行
動
が
な
い
か
見
直
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
保
護
者
の
役
割

　

国
内
の
研
究
で
家
族
と
の
共
食

頻
度
が
低
い
児
童
生
徒
で
は
肥

満
・
過
体
重
が
多
い
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
で

食
事
を
す
る
頻
度
が
高
い
中
学
生

は
体
の
不
調
の
訴
え
（
だ
る
い
、

疲
れ
や
す
い
、
頭
痛
、
腹
痛
な
ど
）

が
多
い
こ
と
、
共
食
頻
度
が
高

い
児
童
生
徒
は
野
菜
・
果
物
・
ご

飯
を
「
よ
く
食
べ
る
」
人
が
多
い

な
ど
食
物
摂
取
状
況
が
良
好
な
傾

向
に
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
家
庭
に
お
け
る
保
護
者
の
積

極
的
な
関
わ
り
が
必
要
で
す
。

　

１
日
１
回
は
家
族
み
ん
な
で
楽

し
く
食
事
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

肥
満
の
原
因
は
？

　　

子
ど
も
の
肥
満
は
、
学
校
の
統

廃
合
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利

用
や
自
家
用
車
に
よ
る
登
下
校
、

ゲ
ー
ム
や
習
い
事
な
ど
に
よ
る
体

を
動
か
す
時
間
の
減
少
、
偏
っ
た

食
事
や
夜
型
の
生
活
な
ど
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
に
も
あ
る

よ
う
に
子
ど
も
の
こ
ろ
の
肥
満
は

大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
解
消
さ
れ

に
く
く
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
問
題
で
す
。

◎
肥
満
へ
の
移
行

３
歳
で
肥
満
→
65
％
が
学
童
期

（
小
学
生
）
に
肥
満

小
学
校
入
学
時
に
肥
満
→
70
％
が

中
学
入
学
時
に
肥
満

思
春
期
の
肥
満
→
70
％
が
成
人
肥
満

健幸な体と
心のために
できること

三好市役所 保険医務課
 電話 72-7613

健やかで幸せな心身は自分でつくる。
その手助けとなれるような情報を発信
していきます。

三
好
市
の
子
ど
も
の

　
肥
満
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

今
月
は
、
三
好
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
三
好
市
の
小
中

学
生
の
肥
満
の
実
態
や
原
因
、
肥
満
を
解
消
す
る
た
め
の
保
護
者
の
役
割
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
ど
も
の
肥
満
は
大
人

と
は
違
っ
て
、
単
に
体
重
だ
け
で

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

標
準
体
重
よ
り
重
く
て
も
身
長
が

伸
び
る
な
ど
、
そ
の
子
ど
も
な
り

に
成
長
が
み
ら
れ
て
い
れ
ば
問
題

は
な
い
場
合
が
多
い
で
す
が
、
学

校
の
健
康
診
断
な
ど
で
肥
満
と
診

断
さ
れ
た
場
合
は
自
己
判
断
せ
ず

に
、
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
肥
満
を
予
防
解
消
す
る
に
は

　

乳
幼
児
期
の
食
生
活
は
生
涯
の

食
生
活
の
基
礎
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
か
ら
、
食
事
や
間
食

は
時
間
を
決
め
て
だ
ら
だ
ら
と
食

べ
な
い
、
体
を
動
か
す
時
間
を
つ

く
る
、
早
寝
早
起
き
で
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
る
な
ど
、「
食
事
・
運
動
・

休
養
」
と
い
う
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
小
中
学
生
に
な
る
と
忙
し
く

な
り
、
食
事
・
運
動
・
睡
眠
の
時

間
が
十
分
取
れ
な
い
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
そ

れ
ぞ
れ
の
時
間
が
取
れ
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

◎
基
本
的
な
生
活
習
慣

【
食
事
】
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ

る
、
間
食
は
内
容
と
時
間
と
量
を

決
め
る
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
、
油

を
多
く
使
う
料
理
は
１
日
１
品
程

度
に
す
る
、
野
菜
・
果
物
・
魚
・

大
豆
製
品
を
十
分
食
べ
る
、
欠
食
や

遅
い
時
間
の
夕
食
、夜
食
を
や
め
る
。

【
運
動
】
毎
日
続
け
ら
れ
る
運
動

を
取
り
入
れ
る
、
戸
外
で
し
っ
か

り
体
を
動
か
す
、
体
を
動
か
す
お

手
伝
い
を
す
る
。

【
休
養
】
早
寝
早
起
き
を
心
が
け

十
分
な
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
。

（
睡
眠
時
間
が
短
い
人
は
肥
満
に

な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
る
）

　

基
本
的
な
生
活
習
慣
は
、
肥
満

男 女 合計
対象者 小学生 中学生 小学生 中学生
検査人数 495 298 450 271 1514

肥
満
度

 -20％以下 6 5 4 4 19
  20％以上 30％未満 27 18 18 17 80
  30％以上 50％未満 19 7 20 10 56
  50％以上 6 2 5 4 17

　 私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

　

11
月
29
日
、
池
田
総
合
体
育
館

で
三
好
病
院
主
催
の
市
民
公
開
講

座
が
開
催
さ
れ
、
２
０
０
名
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
医
師
官
舎
の
清
掃
作
業
を
毎

年
行
っ
て
き
た
シ
ン
マ
チ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
（
会
長
：
藤
井
敏

雄
氏
）
の
方
々
に
対
し
て
三
好
病

院
の
住
友
正
幸
院
長
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◇ 

安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り

　

今
回
の
市
民
公
開
講
座
の
テ
ー

マ
は
国
の
す
す
め
る
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」。
第
一
部
で
は

広
島
県
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
セ
ン

タ
ー
主
幹
・
石
口
房
子
先
生
に
よ

る
「
自
分
ら
し
く
こ
こ
で
生
き
る

～
あ
な
た
の
役
割
～
」
と
題
し
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
て
い

く
た
め
に
住
民
は
ど
う
関
わ
っ
て

い
け
ば
よ
い
か
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

10
年
後
三
好
市
で
は
1.8
人
の
方

が
65
歳
以
上
の
方
１
人
を
支
え
る

時
代
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。「
高
齢
期
」
を
安
心
し
て
迎
え

る
た
め
に
は
、
１
人
暮
ら
し
の
生

活
を
支
え
安
心
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
人
た
ち
、
民
生
委
員
、

警
察
、消
防
、そ
し
て
医
師
、介
護
、

行
政
な
ど
が
連
携
し
て
、
情
報
を

共
有
し
て
孤
立
死
（
孤
独
死
）
さ

せ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
石
口
先
生
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

◇ 

在
宅
医
療
へ
つ
な
ぐ

　

第
二
部
で
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
み
よ
し

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
片
山

健
一
所
長
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
立
場
の
方
か
ら
地
域
包
括
ケ
ア

に
つ
い
て
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
好
病
院
で
は
２
０
４
０
年
に

入
院
患
者
の
80
％
が
75
歳
以
上
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
急
性

期
病
院
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、

リ
ハ
ビ
リ
し
て
在
宅
医
療
へ
つ
な

い
で
い
く
重
要
性
を
住
友
正
幸
院

長
は
語
ら
れ
ま
し
た
。
三
好
市
医

師
会
の
田
岡
清
三
郎
会
長
か
ら
は

市
内
の
医
療
機
関
に
在
宅
医
療
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
た
結

果
、
市
内
に
あ
る
23
医
療
機
関
の

う
ち
13
医
療
機
関
が
訪
問
診
療
を

実
施
し
て
お
り
、
３
医
療
機
関
か

ら
今
後
訪
問
診
療
し
て
も
よ
い
と

い
う
回
答
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

家
族
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

時
、
相
談
窓
口
の
一
元
化
に
つ
い

て
調
整
は
可
能
か
ど
う
か
な
ど
住

民
代
表
で
あ
る
東
み
よ
し
町
婦
人

団
体
連
合
会
長
・
新
田
正
子
さ
ん

よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

大
西
環
境
福
祉
部
長
か
ら
「
行
政

と
し
て
、
今
後
い
か
に
多
く
の
人

た
ち
に
連
携
し
て
も
ら
う
か
が
大

切
。
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
も

力
を
入
れ
た
い
」
と
住
民
参
加
の

重
要
性
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

◇ 

地
域
で
支
え
合
う

　

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
「
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
く
」
こ
と
、
住

民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
始
ま
り
で
す
。

　

人
間
は
１
人
で
生
き
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で

生
き
て
い
く
と
心
構
え
を
し
た
な

ら
、
家
族
や
周
囲
の
人
に
も
意
思

表
示
し
て
お
く
、
そ
し
て
家
族
や

地
域
の
人
が
情
報
共
有
し
て
連
携

す
る
。
不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
れ
ば
補
い
合
う
。
私
た
ち
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
三
好
市

の
実
情
に
合
っ
た
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

▲市内小中学生の肥満度について、年齢別・男女別に見たもの

平成 27 年
三好病院市民公開講座

が開催されました
〜地域包括ケアシステムを考える〜
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三好市役所人権室  ☎72-7622

　
毎
日
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
通

し
て
報
じ
ら
れ
る
、
殺
人
、
い
じ

め
や
自
殺
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
配
偶
者
（
夫
婦
・
パ
ー

ト
ナ
ー
間
）
の
暴
力
で
あ
る
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク・バイ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
幼
児
・
児

童
虐
待
、
お
年
寄
り
へ
の
差
別
や

虐
待
、
同
和
問
題
、
障
が
い
者
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
ハ
ン
セ
ン
病
回

復
者
に
対
す
る
偏
見
差
別
言
葉
や

習
慣
な
ど
の
違
い
に
よ
る
外
国
人

差
別
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
へ
の
偏
見

な
ど
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
権
問
題

で
す
。

　

特
に
同
和
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
い
ま
だ
に
解
消
さ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
。
結
婚
や
就
職
と
い
っ
た
人
生

の
大
き
な
転
機
に
現
れ
、
そ
れ
を

調
べ
る
、
周
り
が
う
る
さ
い
か
ら
と

言
っ
て
差
別
を
す
る
側
に
回
る
人

が
今
で
も
い
ま
す
。
部
落
差
別
の

問
題
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
相
手

の
人
に
分
か
る
か
と
い
う
と
、
世
の

中
に
あ
る
差
別
意
識
と
そ
れ
に
負

け
て
し
ま
う
人
間
の
心
の
弱
さ
が

原
因
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
人
権
課
題
に
共

通
す
る
根
っ
こ
の
部
分
は
、
私
た

ち
の
誤
っ
た
考
え
方
や
思
い
込
み
、

偏
見
と
い
う「
意
識
」で
す
。
ま
た
、

自
分
や
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め

に
他
者
を
排
除
し
た
り
、
傷
つ
け

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

人
権
課
題
の
多
く
は
、
人
を
排
除

す
る
意
識
か
ら
生
ま
れ
、
人
が
孤

立
す
る
こ
と
で
深
刻
化
し
て
い
き

ま
す
。「
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
」

の
気
持
ち
を
持
ち
、
自
分
の
こ
と

の
よ
う
に
温
か
い
心
で
支
え
合
っ
て

ゆ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。「
排
除
」
や
「
孤
立
」
を
生

み
出
す
社
会
で
は
な
く
、
互
い
に

違
い
を
認
め
、
支
え
合
う
社
会
に

な
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
も
大
人
も
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
健
康
な
人
も

病
気
を
抱
え
て
い
る
人
も
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
と
す

る
、
そ
の
一
歩
が
大
切
な
の
で
す
。

人
権
を
考
え
る
こ
と
は

自
分
の
生
き
方
を

見
つ
め
直
す
こ
と
で
す

　

人
権
室
で
は
、
昨
年
も
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
課
題
に
対
し
て
、
啓
発

活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
今
年
も
本
連
載
を
活
用
し
て

啓
発
な
ら
び
に
人
権
講
演
会
を
開

催
し
、
人
権
意
識
を
高
め
「
気
付

く
こ
と
」
相
手
の
立
場
に
立
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。
偏
見
や
差
別
に
気
付
く
感
覚

な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
人
権
尊

重
を
基
本
と
し
て
、
人
権
意
識
の

高
揚
を
目
指
し
「
心
に
伝
え
る
啓

発
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
三
好
市
に
は
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
16
名
の
人
格
見

識
に
優
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護
委

員
は
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
人
権
侵
害

に
よ
る
被
害
者
を
救
済
し
、
人
権

擁
護
を
目
指
し
、
人
権
相
談
を
は

じ
め
人
権
啓
発
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
な
相
談
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
の
行
動
そ
の
言
葉

わ
が
身
に
一
度
お
い
て
み
ま
し
ょ
う

　

家
庭
は
、
す
べ
て
の
教
育
の
出

発
点
で
あ
り
、
家
族
と
の
触
れ
合

い
を
通
じ
、
生
命
を
大
切
に
す
る

心
、
善
悪
の
判
断
、
生
活
習
慣
や

マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
な
ど
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

核
家
族
化
な
ど
の
家
庭
環
境
の
変

化
な
ど
に
伴
い
、
子
ど
も
へ
の
虐

待
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
人
権
問
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。
改
め
て
家
庭
の
機

能
の
維
持
・
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
り
、
保
護
者
自
身
が
偏
見
や
差

新しい年を迎え　
人権侵害のない明るい年となりますように

別
の
心
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
を

子
ど
も
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付

き
、
大
人
も
子
ど
も
も
共
に
人
権

感
覚
が
身
に
付
く
よ
う
に
努
め
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
日
常
の
生
活
の
中

に
気
付
か
な
い
う
ち
に
誰
か
の
人

格
を
傷
つ
け
た
り
、
人
権
を
侵
害

し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
日
常
生
活
の
中
の
言
動
に
見

ら
れ
る
否
定
的
な
決
め
つ
け
や
、

偏
見
も
そ
の
可
能
性
を
秘
め
て
い

ま
す
。
人
は
、
社
会
の
中
で
一
人

だ
け
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な

く
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
生
き

て
い
ま
す
。
普
段
自
分
の
人
権
が

守
ら
れ
て
い
る
の
は
、
自
分
以
外

の
人
の
努
力
に
よ
る
と
い
う
こ
と

を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
自
分
の
人
権
を
守
る
と
い
う

こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
の
あ
ら
ゆ

る
人
権
を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
も

あ
る
の
で
す
。

考
え
よ
う 

　
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う 

　
思
い
や
り
の
心

三好市民大学講座・人権教育講演会

　

舞
の
海
さ
ん
は
、
大
相
撲
へ
の

挑
戦
の
き
っ
か
け
を
大
学
の
後
輩

が
急
死
し
た
こ
と
、
人
生
は
や
り

た
い
事
を
や
る
べ
き
だ
と
、
内
定

し
て
い
た
教
師
の
道
を
捨
て
夢
に

向
か
っ
て
進
ん
だ
こ
と
を
紹
介
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
基
準
の
身
長

に
足
り
ず
一
度
目
の
新
弟
子
検
査

に
不
合
格
。
頭
に
シ
リ
コ
ン
を
入

れ
壮
絶
な
一
か
月
を
過
ご
し
、
二

度
目
の
検
査
で
合
格
し
た
と
き
の

苦
労
話
を
さ
れ
ま
し
た
。「
何
も

挑
戦
し
な
い
人
は
、
で
き
な
い
理

由
ば
か
り
考
え
る
。
そ
う
で
は
な

く
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
最
大

限
に
考
え
、
可
能
性
を
信
じ
て
実

行
し
、
進
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

だ
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
あ
き

ら
め
な
い
強
さ
や
何
事
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
で
挑
む
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ら
れ
た
講
演
会
で
し
た
。

　

な
お
、
講
演
会
に
は
約
４
０
０

人
の
方
の
参
加
が
あ
り
、
多
く
の

方
か
ら
ご
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
一
部
で
す
が
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
す
る
こ
と
。

よ
く
考
え
自
分
は
何
が
で
き

る
か
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
60
代
女
性
）

相
撲
の
話
を
通
し
て
世
の
中

の
裏
表
の
あ
る
こ
と
、
人

の
心
の
動
き
、
気
持
ち
の
あ
り
よ

う
を
語
ら
れ
た
こ
と
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
大
相
撲
の
素
晴

ら
し
さ
は
日
本
の
民
族
の
素
晴
ら

し
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
こ
と
、

物
事
の
見
方
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。（
70
代
男
性
）

ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
大
変
有
意

義
な
お
話
で
良
か
っ
た
で
す
。

ま
だ
ま
だ
お
話
を
聞
き
た
い
気
持

ち
で
す
。
今
日
の
講
演
を
聞
き
、
自

分
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
が
あ
れ
ば

努
力
次
第
で
可
能
に
で
き
る
事
が

良
く
分
か
り
ま
し
た
。（
70
代
）

私
た
ち
に
も
、
生
き
が
い
を

与
え
て
く
だ
さ
り
あ
り
が

た
く
思
い
ま
し
た
。「
何
か
に
挑

戦
す
る
人
は
何
か
を
犠
牲
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
言
葉
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。（
無
記
入
）

連載  地域おこし協力隊活動報告 ㊾
『みよしの肴』イラスト原画展＆西山での里山体験活動

肴倉 由佳　
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨

年
１
月
号
の
原
稿
を
書
い

て
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年
。

１
年
が
過
ぎ
る
の
が
と
て

も
早
く
感
じ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
ア
ス
テ
ィ

と
く
し
ま
で
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン

『
み
よ
し
の
肴
』
の
イ
ラ
ス

ト
原
画
展
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
引
き
続
き
、
１
月
５

日
か
ら
２
月
28
日
ま
で
ア
ス

テ
ィ
と
く
し
ま
の
ふ
れ
あ
い

広
場
で
、
イ
ラ
ス
ト
原
画
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
お
近
く

を
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
、
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
西
山
お
や
こ
で

米
作
り
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
11
月
の
餅
つ
き
を
も
っ

て
好
評
の
う
ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
12
月
に
そ
ば
打
ち
体
験
＆
し

め
縄
リ
ー
ス
作
り
も
お
ま
け
で
開
催
す
る
な
ど
、
そ

の
後
も
西
山
の
元
気
な
じ
い
や
ん
た
ち
と
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
月
24
日
に
も
再
度

そ
ば
打
ち
体
験
を
し
ま
す
の
で
、
興
味
あ
る
方
は
西

山
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
２
、３
月
も
引
き
続
き
池
田
町
西
山
で
イ

ベ
ン
ト
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
見
逃
し
な
く
！

【
そ
ば
打
ち
体
験
】

日
時
▼
１
月
24
日
（
日
）　

10
時
～

場
所
▼
西
山
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
１
家
族
１
０
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
▼
西
山
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
会

（
新
居
：
☎
０
９
０-

８
６
９
９-

１
３
０
２
）

▲イラスト原画展会場の様子▲しめ縄リース作りをする参加者

　12月 5日、池田総合体育館において、NHK大相撲解説者の
舞の海秀平さんを講師に、「可能性への挑戦～決してあきらめ
ない～」と題し、三好市民大学講座・三好市人権教育講演会が
開催されました。

三好市教育委員会生涯学習・スポーツ振興課　72-3900



　　

中央図書館
［一般書］■きわこのこと／まさきとしか ■日本の火山
図鑑／高橋正樹　［児童書］■すしのひみつ／日比野光
敏  ［絵本］ ■みんなからみえないブライアン／トルー
ディ ラドウィッグ ■ぐるぐるぐるぽん／加藤志異

井川図書館
［一般書］■人生 90 年面白く生きるコツ／多湖煇 ■だか
ら、生きる。／つんく♂ ■総理にされた男／中山七里  ［児
童書］ ■赤いろうそくと人魚／小川未明 ■ノックノック／
ダニエル・ビューティー ■りゅうじんさまは歯がいたい
／関屋敏隆

新着図書の紹介

［児童書］中央図書館

夢見る犬たち
著者：クリフ マクニッシュ
ハッピー・ポーズには保護動物が沢
山いる。中でも五番犬舎の犬たち
は変わり者だらけだ。ラルフと仲間
たちは、ささやかな夢を見ながら
それなりに楽しく過ごしていたが、
ある時、殺処分される危機に…。

［一般書］井川図書館

ルパンの娘
著者：横関 大
泥棒・三雲 華の恋人は、刑事・桜
庭和馬。ある日華の祖父が殺され、
和馬が捜査することに。 超一流の
泥棒であった祖父を殺した犯人と
は。そして、華と和馬の恋はうま
くいくのか…。気鋭乱歩賞作家の
勝負作。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館に

お問い合わせください。

■ 2 月の行事予定

［中央図書館］おはなし会 11 時〜 11 時 30 分（毎週土曜日）

［井川図書館］おはなしひろば  10 時 30 分〜（毎週土曜日）

■ 2 月の休館日

・中央図書館　毎週水曜日

                     11 日（ビル保守点検、10 日を振替開館）

                     18 日〜 21 日（蔵書点検日）

・井川図書館　毎週火曜日、29 日（館内整理日）

■ 巡回配本日程（2 月）

1 日　三野 - 芝生小（低学年）- 王地小

2 日　井川 - 西井川小（低学年） 三野 - 芝生小（高学年）

4 日　山城 - 山城幼・小（低学年） 池田 - 旧大利郵便局前

5 日　池田 - 三縄駅前 - 三縄幼・小

8 日　井川 - 井内幼・小 - 西井川小（高学年）

9 日　山城 - 政友小 - 山城小（高学年）- 山城児童クラブ

12 日　西祖谷 - 檪生小 山城 - 下名小

15 日　池田 - 萩田商店前 - 箸蔵幼 - 箸蔵小

16 日　池田 - 馬路小 - 白地幼 - 白地小

18 日　東祖谷 - 祖谷歴史館 - 認定こども園 - 東祖谷小中

25 日　西祖谷 - 吾橋幼・小 - 山城荘

・都合により巡回日・時間などが変更になる場合があります。

・利用される方は、三好市中央図書館までお問い合わせください。

■ 館内展示のご案内［井川図書館］　

こたつで家族と本を読んでみませんか？

季節の本を展示中です。

中央 ☎72-2781　　開館時間 10～19時
井川 ☎78-4311　　開館時間 9～19時

「初の高校生議会」
▼
高
校
生
の
「
三
好
市
議
会
」
が
、
昨

年
の
12
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
。
市
内

の
池
田
・
辻
・
三
好
の
三
高
校
生
に
よ

る
高
校
生
議
会
は
、
県
内
初
で
議
長
３

名
と
13
名
の
高
校
生
議
員
（
質
問
者
）

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
答
弁
者
は
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
ら
が
お
こ
な
っ
た
。

▼
次
代
を
担
う
高
校
生
た
ち
が
、
市
政
に

対
す
る
要
望
や
質
問
を
行
う
こ
と
で
、
今

後
の
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
ま

た
、
昨
年
６
月
の
公
選
法
改
正
で
選
挙

権
年
齢
が
、
20
歳
以
上
か
ら
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
行
政
や
選
挙

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
な
ど
の
目
的
。

▼
最
近
の
風
潮
は
、「
今
だ
け
、
カ
ネ
だ

け
、
自
分
だ
け
」
と
揶や

ゆ揄
さ
れ
て
い
る

が
、高
校
生
議
員
の
質
問
は
防
災
、環
境
、

教
育
、
若
者
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
な

ど
で
あ
り
、
三
好
市
の
明
る
い
未
来
の
た

め
の「
素
晴
ら
し
い
」提
言
や
質
問
で
あ
っ

た
。
未
来
は
皆
さ
ん
に
託
し
た
い
。

▼
昨
年
は
、
地
方
創
生
元
年
と
い
わ
れ
、

国
を
挙
げ
て
地
方
再
生
に
取
り
組
ん
だ
。

三
好
市
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国
人
）

は
7
年
前
に
比
べ
て
12
倍
に
伸
び
た
。
も

ち
ろ
ん
、
県
下
一
。
申さ

る

年
は
災
厄
が
去
る

に
通
じ
、「
伸
び
る
」
と
の
意
味
合
い
も
。

市
民
と
共
に
伸
び
る
三
好
市
へ
。

市長コラム
　  Vol.6

黒
川 

征
一

10

尾田 杏
あんじゅ

樹 ちゃん
いつもハッピーバースデー
を歌ってくれるあんちゃん。
誕生日には歌ってあげるね。

池田 3才

郡 竜
りゅういち

一 ちゃん
りゅうくん♡誕生日おめで
とう。お姉ちゃんと仲良
く元気に大きくなってね♡

三野 3才

安宅 莉
り ろ

呂 ちゃん
毎日の成長にびっくりです
♡これかもいっぱいやん
ちゃして大きくなーれ♡

池田 2才

橋野 直
な お と

和 ちゃん
2歳おめでとう。やんちゃ
で強い直和。優しくたく
ましく成長してね。

池田 2才

川俣 鈴
す ず か

香 ちゃん
しっかり者のすーちゃん！
誕生日おめでとう♡元気
に大きくなってね♪

三野 2才

吉田 陽
ひ な

菜 ちゃん
1歳のお誕生日おめでと
う♪元気で大らかな子
になりますように。

池田 1才

小原 希
こ は る

遥 ちゃん 
希遥♡いつまでも元気
いっぱいの明るい笑顔
でみんなを癒してね♡

三野 2才

國金 大
だ い ご

悟 ちゃん
わんぱくな大悟くん。
元気にたくましく大きく
なってね。

池田 1才

北浦 愛
あ ゆ

悠 ちゃん
笑顔が可愛い愛悠ちゃ
ん！これからも元気に大き
くなってね♡だいすき♡

池田 1才

中内 萌
も も か

々香 ちゃん
いつも笑顔で元気な萌々
香！これからもたくさん遊
んで大きくなぁれ♪

池田 2才

北田 瑛
え い と

人 ちゃん
えい君お誕生日おめでと
う。逞しく元気に大きく
なってね！

池田 1才

2月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！

①氏名（ふりがな） ②性別 ③年齢（誕生月での年齢） 
④生年月日 ⑤保護者氏名 ⑥住所 ⑦電話番号 ⑧簡単
なコメント（30 字程度。文字数が多い場合は一部修
正することがあります）⑨ケーブルテレビへの情報提供
の可否を書いた用紙と写真（写真の裏に氏名を）を三
好市役所秘書人事課までお送りください。
2 月号の締切は 1 月 20 日です。
★写真はトリミングします。また写真は返却できませんので、
ご了承ください。★デジカメ等の場合は、データを秘書
人事課まで直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.
tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

1 月
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お問い合わせ先　いけだスポーツクラブ
　（電話 72-5755）

☆場所はすべて池田総合体育館。ただし、
フラダンスはフジヤマビル、グラウンドゴ
ルフは吉野川運動公園でオープンスクー
ルとして開放しています。
☆都合で曜日や時間が変更になる場合が
ございます。

いけだスポーツクラブ 2 月教室開設日
教 室 名 開 設 日

グランドゴルフサークル 毎週 月・水・金
キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr. バレーボール 1・8・15・22
キッズサッカー 6・13・27
カワイげんきアップ体操 13・21・27

ヒーロー養成講座
野球（池田球場） 6・13・20
バレーボール 4・18・25
ハンドボール 2・9・16・23

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 1・8・15・22
ヨーガ木曜コース 4・8
肩こり予防＆リフレッシュ体操 5・19
フライングディスク -
さわやかママさん体操教室 25
レッツ体力づくり 10・24
史跡巡りウオーキング 18（脇町・うだつ）
ロコモ予防教室 9・16・23
フラダンス 25

あけましておめでとうございます！本年も地域の皆様のそばにいけだスポーツクラブをよろしくお願います。

　
平
成
28
年
度
、
広
域
規
模
の
事
業
計
画

を
お
持
ち
の
団
体
を
対
象
に
利
用
者
会
議
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
対
象
施
設
は
、
三
好
市

池
田
総
合
体
育
館
（
会
議
室
の
み
の
事
業
は

除
く
）
と
三
好
市
吉
野
川
運
動
公
園
で
す
。

　

希
望
団
体
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
業
計
画

な
ど
を
提
出
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

会
議
日
時
▼
3
月
10
日
（
木
）

18
時
～
吉
野
川
運
動
公
園
に
つい
て
、
19
時

～
池
田
総
合
体
育
館
に
つ
い
て
の
利
用
者
会

議
を
行
い
ま
す
。

場
所
▼
池
田
総
合
体
育
館

申
請
方
法
▼
所
定
の
様
式
に
よ
り
申
請
。

事
務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
、計
画
書
様
式
な
ど
を
送
信
い
た
し
ま
す
。

【
Ｅ
メ
ー
ル
】 ikesoutai@

yahoo.co.jp

受
付
期
間
▼
1
月
18
日
～
2
月
26
日

提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先
▼

三
好
市
池
田
総
合
体
育
館
指
定
管
理
者
い

け
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
７
２-

５
７
５
５

池
田
総
合
体
育
館
よ
り

利
用
者
会
議
の
お
し
ら
せ

　
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
の
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
、
1
月
18

日
か
ら
1
月
31
日
の
間
、
年
長
児
お
よ
び
小

学
校
1
年
生
か
ら
3
年
生
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
、
体
験
交
流
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
▼
三
好
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局
☎
７
２-
５
７
５
５

三
好
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

体
験
交
流
会



まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書人事課  ☎ 72-7646

高校生が模擬投・開票を体験

　選挙権年齢が 18 歳に引き下げられ
ることを受けて 12 月 18 日、池田高
校の 1・2 年生を対象に「選挙スクー
ル」が開催されました。選挙管理委
員会職員から選挙制度について講義
を受けた後、「住みたいと思う町づくり」
を争点に、生徒 4 人を立候補者に見
立てて模擬投票が行われ、実際の投
票箱や記載台を使用し本番さながら
の雰囲気の中、生徒は候補者に一票
を投じました。その後、生徒代表者
10 人が参加し、枚数計算機などを使
用して開票作業も体験しました。

世界大会3位を報告

　11 月29 日から12 月8 日までインド
ネシアで開催されたラフティング世界大
会に出場し、総合成績 3 位となった女
子日本代表チーム「ザ・リバーフェイス」
の水澤知香主将ら4 名が 12月22日、
黒川市長を表敬訪問しました。4 種目の
総合得点で競うレースの中、スプリント
で 1 位となりながらも惜しくも3 位となっ
たザ・リバーフェイス。水澤主将からは

「環境が過酷で体調管理が大変でした
が、貴重な体験ができました。今回の
経験を生かし、次のステージにつなげて
いきたい」と抱負を語ってくれました。

未来への希望の光を点灯

　「未来への希望の光」をテーマに
12 月 5 日、池田冬のオブジェ 2015
オープニングセレモニーがへそっこ
公園で行われ、多くの家族連れらで
にぎわいました。22 回目を迎えた
今回、池田中学校吹奏楽部によるク
リスマスソングの演奏などの後、大
泉保育園児による夢来人宣言が行わ
れ、へそっ子公園内の約 7 万個の
LED 電球が一斉に点灯されると、会
場内は柔らかく温かな光に包まれ、
来場者はオブジェの優しい輝きに見
入っていました。

世界に1つの大きなツリーが完成

　親子でさまざまなことに体験してもらおうと12月13日、きらめき
holiday が三野体育館で行われました。スペシャルゲストにわくわくさ
んでおなじみの久保田雅人さんによる工作ステージショーや工作体験
が行われたほか、石けん作りや万華鏡作りなどいろいろな体験コーナー
があり、多くの親子連れでにぎわいました。また、大きなツリーを描くコー
ナーでは、11 人の子どもが巨大な赤い画用紙の上に、手や足に絵の
具をつけて、ツリーを描きました。その上に白の絵の具を使って雪を降
らせ、丸い色とりどりの画用紙でツリーに飾りつけをし、完成させました。

市議会の主催で初の高校生議会
　高校生に政治や選挙、地方自治への理解や関心を深めてもらおう
と12月22日、高校生が議会を体験する「高校生議会」が市役所
の議場で開催されました。市内３高校の 16 人が高校生議員に任命
され、市長や関係部長らに対して、市の将来像や防災対策などにつ
いて鋭い質問を投げかけました。池田高 2 年の近藤天

た か と

統さんは「市
役所の役割や議会について関心が高まり、貴重な体験ができました」
と話しました。三好市議会では、高校生の視点から出された意見を
今後の市政運営に反映させ、開かられた議会を推進していきます。

阿波池田駅で3高校の生徒が迎春準備
　平成 29 年 4 月に再編統合される池田高校、
辻高校、三好高校の 3 高校の生徒 19 人がボ
ランティア活動をとおして親睦を深めようと
12 月 17 日、JR 阿波池田駅で迎春準備が行わ
れました。参加した生徒は、駅構内に飾る門
松となでしこや葉牡丹、シクラメンなどの寄
せ植えを作りました。また、駅を利用する人
が少しでも暖かくなればと構内のベンチのサ
イズに合わせた生徒たち手作りの座布団 7 枚
が設置されました。そのほかにも構外では餅
つきも行われ、三校統一されることを PR す
るチラシや交通安全などのチラシと一緒に駅
の利用者に 150 パックの餅が配られました。

下名小でバイキング給食

　バランスのとれた食事を自主的に選択し自分の健
康を管理する能力を育成していこうと 12 月 16 日、
下名小学校でクリスマスバイキング給食が行われま
した。用意されたメニューは、からあげや卵焼き、
カレーキャベツ、わかめスープなど 11 種類。ラン
チルームには全校児童が集まり、順番に自分の食べ
られる量や次の人のことを考えながら料理を選んで
いきました。バイキング形式の給食は平成 3 年度か
らスタートし、年 2 回実施されています。この日は
学校評議員も食卓に加わり交流を深めました。

蔦監督のドキュメンタリー映画が完成
　故・蔦文也監督の実像に迫るドキュメンタリー映画「蔦
監督～高校野球を変えた男の真実～」が完成し12 月
27日、三好市中央公民館で初上映されました。監督を
務めた孫の蔦哲一郎さんは、「蔦文也がどういう人間だっ
たのかを知りたくて、5 年がかりで約 40 人の証言や過
去の映像を交えて完成させました。ぜひ楽しんでくださ
い」と舞台あいさつがあり、孫ならでは引き出すことがで
きた祖母キミ子さんが語るエピソードや甲子園での真実
などが上映されると、観客は食い入るように画面を見つ
め、終映時には大きな拍手が会場中に響き渡りました。
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(http://www.miyoshikouiki.jp/) を
ご覧ください。
受付期間▼ 2 月 29 日まで
有効期間▼平成 28 年 4 月 1 日～平
成 29 年 3 月 31 日（1 年間） 
提出方法▼持参および郵送 
様式等▼徳島県様式または中央公契
約連統一様式での提出可能 
提出・お問い合わせ先▼〒 778-
0002 徳 島 県 三 好 市 池 田 町 マ チ
2429 番地 1 みよし広域連合事務局
総務課（☎ 72-5121）

パソコン事務基礎科 受講生募集
訓練期間▼ 3 月 8 日～ 6 月 7 日（土
日祝休み）
訓練時間▼ 9 時～ 15 時 50 分 
訓練場所▼パソコンスクール M’s

（東みよし町足代 1498）
定員▼ 10 名
受講料▼無料（テキスト代 9,936 
円と職場見学にかかる交通費は自己
負担）
締め切り▼ 2 月 3 日
お申し込み先▼住居所を管轄するハ
ローワークまで
お問い合わせ先▼パソコンスクール
M's（ ☎ 76-5050、FAX79-5953）、
ハローワーク三好（☎ 72-1221）

国民年金加入時の
種別変更届

　国民年金制度では、国内に居住す
る 20 歳以上 60 歳未満までのすべ
ての方に、加入が義務付けられてい
ます。加入種別は、次の３種類に分
かれており、届出は加入時だけでな
く種別が変わったときにも必要で
す。種別変更の届け出を忘れると、
年金が受け取れないこともあります
ので、手続きはその都度忘れずに行
いましょう。
国民年金の加入種別▼

【第 1 号被保険者】自営業や農業・漁
業の方とその配偶者、20 歳以上の学
生、フリーターの方などが対象とな
り、加入や種別変更の手続きは、市
役所の国民年金担当窓口で行います。

【第 2 号被保険者】会社や官公庁に
お勤めの方など、厚生年金や共済組
合に加入している方が対象になりま
す。加入手続きは、お勤めの会社や
官公庁が行います。

【第３号被保険者】国民年金の第２
号被保険者に扶養されている配偶者
の方が対象となり、届出は配偶者の
勤務先を通じて行います。
①第１号保険者となる種別変更の場合

　第２号被保険者が退職されると第
１号被保険者（第３号被保険者にな
る場合は除く）となります。また、
その方に扶養されていた第３号被保
険者がいる場合、その方も第１号被
保険者になります。
②第２号被保険者となる場合
　第１号被保険者または第３号被保
険者が就職して、厚生年金などに加入
すると、第２号被保険者になります。
③第３号被保険者になる場合
　勤め先を退職して厚生年金などに加
入されている方の被扶養配偶者になる
方などが、第３号被保険者になります。
　勤務状態に変動がありご不明な場
合は、お近くの年金事務所へお問い
合わせください。
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-62-5350）、三好市役
所市民課（☎ 72-7611）

平成 28 年度 みよし広域連合
入札参加の受付

 　みよし広域連合における平成 28
年度一般競争入札（指名競争入札）
参加資格審査申請書の受け付けにつ
きましては次のとおりです。詳しく
は、みよし広域連合ホームページ

三好市社協法律相談
相談日▼ 2 月 5 日
時間▼ 13 時～ 16 時
場所▼社協本所・池田支所
弁護士▼大西聡氏
予約お申し込み先▼社協本所・池田
支所（☎ 72-5715）
※秘密厳守・料金無料・予約制

三好市社協一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
毎週火曜日  井川老人福祉センター
毎週水曜日  社協本所・池田支店
2 月 17 日　山城総合支所
2 月 18 日　社協三野支所
2 月 18 日　社協西祖谷支所
相談時間▼ 13 時～ 15 時
※一般相談は、各支所で常時受付け
ていますので、お気軽にご相談くだ
さい。電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）

i情報ひろば information市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

ど、お気軽にご相談ください。相談
は無料で、秘密は固く守られます。
相談日・相談場所▼
2 月 3 日   祖谷の歴史館（東祖谷） 
2 月 05 日　井川総合支所 
2 月 10 日　三好市役所
2 月 12 日　西祖谷総合支所 
2 月 16 日   三野公民館
2 月 17 日   山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時

（西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市役所総務課

（☎ 72-7600）、各総合支所

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
ニート支援出張相談▼毎週月曜日
※いずれも予約が必要です。
一般相談▼月～金曜日  9 時～ 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼徳島西部
ライフサポートセンター（☎ 72-8611）

みよし広域連合法律相談
　相談無料、完全予約制。
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

人権相談
相談は無料で、秘密は固く守られます。
定例の相談日・相談場所▼
2 月 1 日   祖谷の歴史館（東祖谷）
2 月 05 日　井川総合支所
2 月 10 日　老人福祉センター（西祖谷）
2 月 10 日　三好市役所
2 月 16 日　三野公民館
2 月 17 日　山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時
お問い合わせ先▼三好市役所市民課
人権室（☎ 72-7622）

消費者トラブル相談窓口
　困ったこと、不審なことがあれば、
ご相談ください。相談無料、秘密厳守。
日時▼月～金曜　9 時～ 17 時
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
お問い合わせ先▼三好市役所商工政
策課（☎ 72-7645）

行政相談
　役所の仕事について、困っている、
どこに相談してよいか分からないな

相 談

豊富な品数でお待ち致しております。

東みよし町中庄6-4・JR江口駅東すぐ TEL.（０８８３）８２- 1 4 8 3
イ    シ   ヤ  サン

何かと近くが便利です。
ぜひ !一度ご来店ください。

年 金

募 集
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マイナンバー「通知カード」の
受取業務を時間延長します

　次の日程で、通知カードの受け取り
に限り、窓口時間を延長します。遠方
にいる方、勤務の都合などで平日時間
内に来庁できない方はご利用ください。
平日時間外の受取業務▼ 1 月 13 日

（水）、1 月 20 日（水）、1 月 27 日（水）
の 17 時 15 分～ 19 時 15 分
日曜日の受取業務▼ 1 月 24 日、2
月 14 日、3 月 13 日の 8 時 30 分～
17 時 15 分
　窓口で通知カードを受け取る際に必ず
次の本人確認書類（コピー不可）をご
持参ください。持参いただけない場合は
受け取りできません。すべての書類は原
本が必要です。なお、上記の時間内に
証明発行などの通常業務は行いません。
対応場所▼本庁市民課のみ

【ご本人が来庁した場合必要なもの】
① 運転免許証、パスポート、住基カー
ド、障害者手帳などのうち 1 点
② ①をお持ちでない場合、健康保険
証、後期高齢者医療保険証、年金証書、
介護保険証、通帳などのうち2 点
③ 印鑑

【代理人が来庁した場合必要なもの】
①本人確認書類（上記参照）
②代理人の本人確認書類（上記参照）
③委任状および代理人の印鑑
お問い合わせ先▼三好市役所市民課

（☎ 72-7609）

確定申告についてのお知らせ
【申告書は、国税庁ホームページで
作成できます】

祝祭日のごみ収集について
収集日▼ 2 月 11 日（木）建国記念
の日
収集するごみ▼燃やすごみ
収集する地域▼木曜日が燃やすごみ
の収集地域
注意▼朝8時までにお出しください。
不燃ごみ・資源ごみの収集はありま
せん。燃やすごみの収集日が同曜日
以外の地区は収集いたしません。
お問い合わせ先▼三好市役所環境課

（☎ 72-3436）

流木の薪を無料配布します
　独立行政法人水資源機構池田総合
管理所では、薪の無料配布を実施し
ます。出水などにより池田ダムに漂
着した流木などを集めて処理したも
のです。
　希望される方は、次の日時に配布
場所にお集まりください。現地にて
受付後、配布いたします。薪は各自
で積み込みをお願いします。配布数
量が無くなりしだい終了しますので
あらかじめご了承願います。
※今回は薪のみの配布とさせていた
だきます。チップ配布は４月下旬頃
を予定しています。
日時▼1月28日（木）9時～16時（無
くなりしだい終了）、小雨決行、大雨・
積雪時は延期氏、後日ホームページ
にてお知らせします。
配布場所▼池田ダムイタノ流木処理
場（池田球場奥）
配布数量▼約 40 人分（１人当たり
約 0.25m3）
お問い合わせ先▼独立行政法人水資
源機構池田総合管理所（☎ 72-2050）

対象となりました。
　飼育届は徳島県のホームページか
らダウンロードされるか、農業振興
課に備えてあります。
　1 月 29 日（金）までに、三好市
農業振興課まで提出してください。
お問い合わせ先▼三好市役所農業振
興課畜産担当（☎ 72-7617）

原動機付自転車・軽自動車など
の廃車手続きを忘れずに

　軽自動車税は、毎年 4 月 1 日現
在に原動機付自転車、小型特殊自動
車、軽自動車、軽二輪車および二輪
の小型自動車を所有されている方に
課税されます。
　軽自動車税には、普通自動車税の
ような月割課税制度がないため、４
月２日以降に廃車や譲渡をしてもそ
の年度分の軽自動車税を納めること
になり、払い戻しはありません。
　故障や継続検査切れなどで車両を
使用しなくなったとき、他人への譲
渡、スクラップ、盗難などで車両を
所有しなくなった場合は、３月中に
廃車の手続きを行ってください。
原動機付自転車・小型特殊自動車

（125cc 以下）▼所有者・使用者
の印鑑、ナンバープレートを持参
し、三好市税務課または各総合支
所へ申告。
軽自動車（660cc 以下）・軽二輪車

（126 ～ 250cc）▼徳島県軽自動
車協会（☎ 088-641-2010）へ申告。
二輪の小型自動車（251cc 以上）▼
徳島運輸支局（☎ 050-5540-2074）
へ申告。
お問い合わせ先▼三好市役所税務課

（☎ 72-7614）

　国税庁ホームページ（www.nta.
go.jp）の「確定申告書等作成コー
ナー」で、申告書を作成することが
できます。
　所得税の確定申告書作成コーナー
に、給与所得者または公的年金所得
者の方向けの申告書作成画面を新設
しました。初めての方でも操作がし
やすい画面となっておりますので、
ぜひご利用ください。
　作成した申告書は、印刷して郵
送などにより提出できます。また、

「e-Tax（電子申告）」を利用して提
出することもできます。詳しくは、
e-Tax ホ ー ム ペ ー ジ（www.e-tax.
nta.go.jo）をご覧ください。
お問い合わせ先▼池田税務署（☎
72-2155）

農家の皆さまにお知らせします
【不要農薬・空き容器を回収します】
　使用期限の切れた農薬や廃棄した
い農薬、農薬付着容器の一斉回収を
有料で行います。回収には事前の申
し込みが必要です。
回収日▼２月 3 日（水）9 時～ 11 時
申込締切▼ 1 月 27 日（水）

【使用済み農業用廃プラスチック類
を回収します】
　三好地区廃プラ協議会では、使用
済みで不要となった廃プラスチック
類の一斉回収を有料で行います。回
収には事前の申し込みが必要です。
回収日▼ 2 月 17 日（水）9 時～ 11 時
申込締切▼２月 3 日（水）
お 申 し 込 み・ お 問 い 合 わ せ 先 ▼
JA 阿波みよし営農経済部（☎ 79-
5389）、各地区の JA 購買店舗

（三野地区）三野支店（☎ 77-2333）

i情報ひろば information市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

納め忘れはありませんか
　2 月 1 日は、国民健康保険税 7 期
の納期限です。皆さんの暮らしを支
える大切な税金です。納期内の納付
をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市役所税務課

（☎ 72-7615）

（井川地区）東部センター（☎76-1255）
（池田地区）西部センター（☎72-0159）
（山城地区）山城支店（☎ 86-1211）

ダムからの放流をお知らせする
テスト放送を行います

　独立行政法人水資源機構池田総合
管理所、早明浦ダム・高知分水管理
所では、ダムからの放流をお知らせ
する警報設備（サイレン・スピーカ）
の取替工事を行います。
　工事期間中は、ダムからの放流が
無い場合でも、サイレンの吹鳴やス
ピーカからテスト放送を行います。
警報所近隣の皆さまには大変ご迷惑
をおかけ致しますが、安全第一、早
期完了に努めてまいりますので、何
卒、ご理解とご協力のほど、よろし
くお願い致します。
試験放送期間▼１月中旬から 2 月
26 日頃まで
対象施設▼西宇警報所、小歩危警報
所、国政警報所、川口警報所、下川
警報所
お問い合わせ先▼独立行政法人水資
源機構池田総合管理所早明浦ダム・
高知分水管理所電気通信担当（☎
0887-82-0485）

蜜蜂を飼育される皆さまへ
　蜜蜂を飼育される方は、養蜂振興
法（昭和 30 年法律第 180 号）第 3
条第１項の規定により、毎年１月末
までに、飼育届を提出することが義
務付けられています。
　平成 24 年 6 月の法改正までは養
蜂業者などが届出の対象でしたが、
趣味で蜜蜂を飼育される方も届出の

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内
全域に配布されています。ぜひ、会社
やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書人事課（☎ 72-764
6）までお問い合わせになるか、三好市
ホームページをご覧ください。

広告を掲載しませんか？

お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　火・水曜の22時まで小児科医、以後当直医期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

2月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）
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25日
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（月）

（火）

（水）

（木）
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（土）

（日）

（月）
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（水）
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（土）

（日）
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三野田中病院 三野 ☎77-2300

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三木病院 三野 ☎77-3900

北條病院 池田 ☎72-0007

山城診療所 山城 ☎86-3230

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

北條病院 池田 ☎72-0007

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

田岡医院 池田 ☎72-5551

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

三野田中病院 三野 ☎77-2300

村山医院 池田 ☎72-2110

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

北條病院 池田 ☎72-0007

北條病院 池田 ☎72-0007

内田（伸）医院 池田 ☎74-0121

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

暮 ら し
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新春講演会
元気が出る商売の話

　株式会社くいだおれ代表取締役会
長柿木道子さんを講師に迎え、新春講
演会を開催します。入場は無料です。
日時▼ 1 月 23 日（土）14 時～（13
時 30 分開場）
場所▼池田総合体育館サブアリーナ
内容▼演題「元気が出る商売の話～
汗と笑いの物語～」
お問い合わせ先▼公益社団法人池田
法人会事務局（☎ 72-2320）

第 17 回四国酒まつり
　四国最大の酒の祭典では、四国の

銘酒 40 選が一堂に会する地酒試飲会
が催されるほか、市内各所でさまざ
まな協賛イベントが行われます。地
元の酒蔵も開放され、蔵の内部や酒
造りの工程をまるごと見学できます。
日時▼ 2 月 20 日（土）10 時～
場所▼サンライズビルほか
お問い合わせ先▼阿波池田商工会議
所（☎ 72-0143）

四国まんなか de 愛イベント
　美味しいランチや３市で人気のス
イーツなどをご用意しております。
日時▼２月 28 日（日）10 時 30 分
～（10 時受付開始）
場所▼創作料理 一倉（四国中央市
妻鳥町 1096-5）
対象▼ 20 歳から 40 歳位までの独

催 し

informationi情報ひろば 市民の皆さまの生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

身男女
定員▼男性 15 名、女性 15 名（申
し込み多数の場合は抽選）
参加費▼男性 3,000 円、女性 2,500 円
申込方法▼往復はがきでお申込みく
ださい。往復はがきの往信宛名面に

「〒 799-0497 四国中央市三島宮川 4
丁目 6 番 55 号、四国中央市役所経営
企画課宛」とご記入ください。返信
の宛名面にご自身の郵便番号・住所・
氏名をご記入ください。往信の裏面に、
イベント名「四国まんなか de 愛イベ
ント」、ご自身の郵便番号・住所・氏
名（フリガナ）・性別・年齢・電話番号・
職業をご記入ください。返信用の裏面
には何も記入しないでください。
申込締切▼２月 12 日（金）
お問い合わせ先▼四国中央市役所経
営企画課内四国まんなか交流協議会

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

     　   新年明けましておめでとうございます
 　         本年もよろしくお願い致します。

MRI 検査・CT検査・胃カメラ（鼻から）できます
乳がん検診・人間ドック・企業健診一般健診
禁煙外来・血液サラサラ検査・各種検査
　　　　　　　　　病気を予防、早期発見を !!

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院 

 三好市の人口

　男  性   13,219 人
（ -17 人） 

　女  性   15,023 人　
（ - 21 人）

　総  数   28,242 人
（ - 38 人）

　世帯数  13,220 戸
　　（ - 10 戸） 

平成 28 年 1 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

毎月第 4 水曜日は
三好市チャレンジデー
運動・スポーツをして、
健康意識を高め、明る
い生活を送りましょう。

（119）

がん検診を受けていない方
【乳がん検診】
対象▼三好市に住民票を有する 40
歳以上の方で、平成 26 年 4 月 1 日
～平成 27 年 3 月 31 日に乳がん検
診を受けていない方
お問い合わせ先▼三好市役所健康づ 
くり課 ( ☎ 72-6767)

献血にご協力お願いします
実施日▼ 1 月 29 日（金）

【国土交通省四国地方整備局四国山
地砂防事務所駐車場】
時間▼ 9 時 40 分～ 11 時 

【四国電力 ( 株 ) 池田支店駐車場】
時間▼ 12 時 30 分～ 16 時
お問い合わせ先▼三好市役所健康づ 
くり課 ( ☎ 72-6767)

事務局（☎ 0896-28-6005）

子宮頸がん検診・乳がん検診
　現在日本人の２人に１人は、何ら
かの「がん」になると言われています。
女性に多い、「子宮頸がん」と「乳が
ん」。定期的に検診を受けることが大
切です。今年度、2 月 29 日（月）ま
で、個別医療機関で受診できます。
　子宮頸がん検診・乳がん検診を受
診希望の方は、三好市保健センター内
健康づくり課へお申し込みください。

【子宮頸がん検診】
対象▼三好市に住民票を有する 20
歳以上の女性で、平成 26 年 4 月 1
日～平成 27 年 3 月 31 日に子宮頸
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□ 編集後記

一年の計は元旦にありといいますが、
体重計に乗ってみてびっくり。正月明
けの体重は過去最高に。自分を律し生
活することはできそうでなかなかできま
せん。今年から成人式は、1 月3 日に
変わり初取材。健康と同じく時間の管
理も大切な社会人の責任。20 歳の頃
には戻れませんが、体重なら…。今年
の目標は自己管理能力に磨きをかける
こと。まずは 2 月中旬の人間ドックに
向け強い決意と精神力で挑めればと思
います。皆さまの今年の目標は？（近）

あけましておめでとうございます。皆さまは
お正月をどう過ごされたでしょうか？私は、
家族がお正月準備をしている姿を横目に、
大晦日に三好市探訪の写真を撮りに出か
けました。年末の慌ただしい日中に、写
真をたくさん撮っていると道行く人が不思
議に思ったのか、１度通り過ぎてからす
ぐに引き返し、こちらの様子を伺っている
のを見て、少し恥ずかしい気持ちになり
ました。しかし、今年もカメラ片手に三好
市の魅力を発信できればと思いますので、
皆さま暖かい目で見守ってください。（川）

118
歩
目

北條寛平先生像
ー 三好市池田町マチ ー

　三好教育センターの玄関前に北條寛平先生
の胸像があります。北條先生は名医として知ら
れる道栄氏の長男として三野町に生まれまし
た。学を修めて家業を継ぎ、県下にまれな施設
と陣容を誇る私立博愛病院を設立、郡内各種学
校の校医を務め、郡細菌研究所を設立するなど
広く地域医療と医術の向上に尽力されました。
さらに、郡医師会長などの要職を歴任、三好郡
教育衛生会を創立、人材の育成に傾注するなど
教育・文化・産業の発展に貢献され、昭和 21
年 81歳でこの世を去りました。昭和 51年 11
月 10日、北條先生の功績を永く顕彰するため
この胸像が建設されました。
　また、毎年 1月の第 4木曜日に三好教育会
では、北條家からの寄付を基金として、三好
地区で善行・努力を積み重ねている小中高等
学校の児童・生徒に対し、北條教育賞を贈っ
ており、今年度で 39回を迎えます。
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